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【はじめに】2023年3月より石灰化病変に対する治療デバイスShock Wave社製Intra Vascular Lithotripsy (以下IVL)が使

用可能となり、当院でも使用を開始している。 IVLを用いたPCIを行う場合、STENT留置が必須になるなど手技の制限も存在

するが、専用のwireへの交換が不要であることなど簡便性・安全性に期待され当院でも使用する頻度が増加している。【目的】

当院でIVLを用いたPCIを行う際、IVLバルーンサイズ選択の基準が統一されていないことや、IVL使用後のcruck所見の有無

からSTENT留置前に追加拡張の必要性を検討しているが、手技が統一されていないのが現状である。そこで今回、IVLを用いて

PCIを施行した症例の治療内容・STENT拡張率に関して検討を行なったため報告する。【方法】 2023年3月から2025年7月ま

でに行なったPCIで、OCT guideにてIVLを使用した症例を対象とし、OCTでcruckの有無、IVL後に追加拡張を行った症例と、

追加拡張を行わなかった症例でそれぞれ分類し STENT拡張率に影響があったか検討した。【結果】対象病変は 53病変で IVL後

にOCTでcruckを観察することができた病変は40病変で、そのうち追加拡張を行った病変は16病変であった。cruckを観察す

ることのできなかった病変は13病変で、追加拡張を行った病変が5病変であった。それぞれの群でSTENT拡張率の平均値に差

は認めず、良好な結果であった。【考察】 STENT 拡張率が低かった症例の傾向に関して考察を行なったため、詳細は後日報告

する。【結語】 今回の検討では、石灰化に対するIVLでの治療の有効性が示唆された。 

 

              


